
第109号平成15年１月31日 亜細亜大学アジア研究所所報

8

　
お
よ
そ
、
二
万
年
前
ま
で
の
長
か
っ
た
最
終
氷
河
期

を
経
て
、
温
暖
期
に
む
か
う
と
、
長
江
デ
ル
タ
の
下
流

地
域
で
は
、
大
き
く
陸
域
を
前
進
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
上
海
付
近
に
お
け
る
、
こ
の
デ
ル
タ
に
お
け
る
海

面
変
動
を
み
て
み
る
と
、
完
新
世
に
は
い
っ
て
か
ら
の

汎
世
界
的
な
海
面
変
動
期
を
む
か
え
て
、
お
よ
そ
八
〇

〇
〇
年B

P

以
降
の
急
激
な
海
面
上
昇
期
に
一
気
に
内
陸

側
に
海
進
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
現
在
の
長
江
デ
ル
タ

   
周
荘
を
取
り
巻
く
長
江
デ
ル
タ
の
景
観
　

　
十
一
月
に
駆
け
足
で
上
海
を
中
心
と
し
て
、
長
江
デ

ル
タ
の
下
流
地
域
の
水
辺
空
間
を
視
察
す
る
機
会
に
恵

ま
れ
た
。
長
江
デ
ル
タ
は
数
あ
る
ア
ジ
ア
の
デ
ル
タ
の

な
か
で
も
、
こ
と
に
稠
密
な
人
口
を
抱
え
て
お
り
、
農

業
生
産
の
歴
史
の
古
い
地
域
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
日
本
と
の
関
係
を
見
て
み
る
と
、
初
期
の

低
湿
地
稲
作
が
成
立
し
た
地
域
で
あ
り
、
つ
い
で
、
中

世
以
降
の
運
河
・
灌
漑
排
水
路
と
し
て
ク
リ
ー
ク
網
を

張
り
め
ぐ
ら
せ
た
独
特
の
稲
作
農
業
地
域
を
形
成
し
、

物
資
集
散
の
中
心
地
区
と
し
て
「
水
辺
の
都
市
的
景

観
」
が
農
業
地
域
と
商
業
地
域
の
相
互
作
用
で
構
成
さ

れ
て
い
る
「
水
郷
景
観
」
的
視
点
か
ら
す
る
と
、
佐
賀

や
柳
川
周
辺
地
域
に
み
る
よ
う
に
北
部
九
州
の
筑
紫
平

野
と
の
関
係
性
が
早
く
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
て
い
る
。

　
　
１
、
長
江
デ
ル
タ
の
地
形
環
境

の
一
部
は
浅
海
底
に
没
し
て
い
る
が
、
六
〇
〇
〇
年B

P

頃
に
な
る
と
、
完
新
世
に
お
け
る
海
面
上
昇
の
頂
点
を

む
か
え
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
後
、
海
水
面
が
ゆ
っ
く

り
と
低
下
し
て
く
る
と
、
現
在
の
海
水
面
に
ほ
ぼ
安
定

化
し
て
、
デ
ル
タ
は
陸
化
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
多

く
の
日
本
の
海
岸
平
野
と
長
江
デ
ル
タ
の
陸
化
過
程
が

異
な
る
の
は
、
こ
の
大
デ
ル
タ
で
は
日
本
で
い
う
弥
生

期
の
小
海
退
、
平
安
期
の
海
進
、
江
戸
小
氷
河
期
の
海

退
な
ど
の
、
平
均
し
て
一
〜
二
ｍ
の
間
で
の
小
さ
な
海

水
準
変
動
曲
線
を
描
か
な
い
と
こ
ろ
に
あ
る
。
こ
れ

は
、
長
江
が
ヒ
マ
ラ
ヤ
造
山
帯
の
東
端
の
隆
起
を
し
つ

つ
あ
る
山
脈
に
水
源
を
持
つ
河
川
で
あ
り
、
河
川
の
上

流
地
域
が
削
剥
さ
れ
、
生
産
さ
れ
る
土
砂
量
の
多
さ
、

運
搬
し
て
く
る
河
床
材
料
と
し
て
の
シ
ル
ト
・
粘
土
な

ど
の
総
量
が
大
き
い
た
め
に
、
長
江
の
河
口
部
で
は
み

か
け
と
し
て
の
海
面
変
動
を
見
せ
な
い
た
め
で
あ
ろ

う
。
ま
た
、
長
江
デ
ル
タ
で
は
杭
州
付
近
で
平
均
七
ｍ

と
い
う
大
き
な
潮
汐
作
用
を
受
け
て
い
る
た
め
に
、
デ

ル
タ
地
形
と
い
う
よ
り
は
、
三
角
口
（
エ
ス
チ
ュ
ア

リ
ー
）
景
観
を
示
す
か
ら
で
も
あ
る
。

　
広
義
の
長
江
デ
ル
タ
は
、
大
き
く
四
つ
の
地
形
単
元

か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、

太
湖
周
辺
に
広
が
る
ラ

グ
ー
ン
的
な
湖
沼
を
連
ね
る
湖
岸
平
野
、

長
江
本
川

河
道
に
沿
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
る
現
世
の
砂
州
と
巨
大

な
河
口
沙
島
、

江
陰
│
太
倉
を
結
ぶ
線
付
近
の
古
い

西
北
│
南
東
方
向
に
伸
び
る
砂
州
列
、

上
海
近
郊
ま

で
に
み
い
だ
す
こ
と
の
で
き
る
新
規
デ
ル
タ
の
地
形
ユ

ニ
ッ
ト
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
河
口
部
で
は
、
現

在
も
な
お
大
き
な
砂
州
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
こ
の

低
湿
な
デ
ル
タ
は
高
い
と
こ
ろ
で
も
標
高
は
五
ｍ
以
下

で
あ
り
、
ま
た
、
海
岸
部
に
砂
堆
列
が
形
成
さ
れ
て
い

る
た
め
に
、
夏
季
の
洪
水
時
に
は
、
よ
く
湛
水
し
、
ま

た
、
排
水
不
良
で
洪
水
が
長
期
化
す
る
地
域
で
も
あ

る
。
宋
代
に
建
設
さ
れ
た
氾
公
堤
は
現
在
の
海
岸
か
ら

六
〇
km
も
離
れ
た
内
陸
部
に
位
置
し
て
お
り
、
長
江
デ

ル
タ
の
離
水
の
早
さ
、
デ
ル
タ
に
埋
積
し
た
土
砂
堆
積

量
の
多
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。

春
　
山
　
成
　
子

　
　
２
、
ク
リ
ー
ク
地
帯
の
景
観

　
筑
後
川
下
流
に
広
が
る
筑
紫
平
野
で
は
、
鎌
倉
時
代

か
ら
干
拓
が
お
こ
な
わ
れ
た
地
域
に
は
「
搦
」
な
ど
の

地
名
が
地
形
図
上
に
残
っ
て
い
る
。
近
世
に
む
か
っ

て
、
浅
海
底
を
利
用
し
た
海
面
干
拓
が
継
続
し
た
た
め

に
、
中
世
ま
で
に
干
拓
後
陸
化
し
て
い
っ
た
デ
ル
タ
の

古
い
水
田
地
帯
は
、
前
面
に
新
た
な
干
拓
堤
防
が
建
設

さ
れ
た
。
こ
の
た
め
水
田
で
の
排
水
が
困
難
に
な
り
、

海
に
向
う
排
水
路
を
開
削
し
、
同
時
に
灌
漑
用
水
を
引

水
す
る
方
形
区
画
の
ク
リ
ー
ク
網
が
形
成
さ
れ
て
い
っ

た
。
こ
こ
で
は
、
ア
オ
取
水
と
い
う
有
明
海
の
６
ｍ
に

及
ぶ
潮
汐
作
用
を
利
用
し
た
特
殊
な
灌
漑
排
水
の
技
術

が
培
わ
れ
て
き
た
。
現
在
で
も
、
堰
を
合
口
し
、
近
代

的
な
灌
漑
排
水
施
設
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
で
、
従
来
の

景
観
は
失
わ
れ
た
。
し
か
し
柳
川
市
で
は
こ
の
ク
リ
ー

ク
網
景
観
を
城
下
町
の
堀
割
に
残
し
て
お
り
、
伝
統
的

な
水
利
技
術
と
し
て
、
田
園
景
観
の
特
殊
性
を
後
世
に
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伝
え
る
為
に
農
村
公
園
を
設
置
し
、
ま
た
、
低
湿
地
の

城
の
特
殊
性
を
こ
れ
ら
の
水
辺
景
観
を
復
元
す
る
こ
と

を
行
っ
て
い
る
。

　
長
江
デ
ル
タ
の
形
成
史
、
三
角
州
と
し
て
の
地
形
か

ら
み
て
、
縦
横
無
尽
に
は
し
る
ク
リ
ー
ク
網
に
は
こ
の

筑
紫
平
野
の
景
観
と
同
様
な
の
が
見
え
て
く
る
。
長
江

デ
ル
タ
の
太
湖
周
辺
は
〇
メ
ー
ト
ル
地
帯
で
あ
る
。
二

〇
世
紀
初
頭
に
ク
レ
ッ
シ
ー
《
地
理
学
者
》
は
最
江
デ

ル
タ
の
ク
リ
ー
ク
網
に
つ
い
て
、
上
海
近
郊
農
村
の
事

例
を
挙
げ
て
、
水
路
延
長
は
一

で
お
よ
そ
一
〇
・
七

km

、
ク
リ
ー
ク
の
平
均
間
隔
は
一
二
〇
ｍ
と
い
う
稠
密

さ
を
報
告
し
て
い
る
。
干
拓
堤
防
の
歴
史
は
七
二
一
年

A
D

に
ま
で
遡
り
う
る
が
、
そ
の
後
、
十
九
世
紀
ま
で

の
幾
世
紀
か
を
経
て
、
長
江
デ
ル
タ
で
輪
中
を
め
ぐ
ら

し
、
干
拓
堤
防
を
建
設
し
て
、
水
田
農
業
地
域
が
拡
大

さ
れ
て
い
っ
た
。
干
拓
地
は
堤
防
建
設
直
後
の
初
期
段

階
で
は
耐
塩
性
の
強
い
木
綿
の
み
し
か
生
産
に
適
さ
な

い
も
の
の
、
ア
ル
カ
リ
土
壌
が
改
善
さ
れ
る
と
、
土
地

利
用
は
水
田
に
転
用
さ
れ
て
い
っ
た
。
デ
ル
タ
で
は
、

潮
汐
差
を
利
用
し
て
ク
リ
ー
ク
網
に
淡
水
を
あ
げ
る
逆

潮
灌
漑
の
技
術
が
導
入
さ
れ
て
い
っ
た
。
現
在
、
こ
の

よ
う
な
ク
リ
ー
ク
網
は
上
海
周
辺
で
は
都
市
化
が
進

み
、
埋
め
立
て
ら
れ
た
も
の
、
消
失
し
て
し
ま
っ
た
も

の
も
多
い
が
、
蘇
州
、
杭
州
な
ど
の
水
田
農
業
地
域
に

お
い
て
は
顕
在
で
あ
る
。
「
周
荘
」
は
重
要
文
化
財
に

な
っ
て
い
る
水
郷
の
村
で
あ
り
、
最
近
で
は
八
人
も
の

る
と
い
っ
ぱ
い
に
な
る
小
船
に
揺
ら
れ
て
、
船
頭
さ
ん

の
歌
を
聞
き
な
が
ら
こ
の
水
路
め
ぐ
り
が
で
き
る
。
元

代
か
ら
物
資
の
集
散
地
と
し
て
繁
栄
し
た
土
地
柄
で
あ

り
、
観
光
地
と
し
て
水
辺
空
間
を
整
備
し
、
古
い
町
並

み
を
整
備
し
て
景
観
保
全
を
行
っ
て
い
る
。

　
上
海
の
経
済
の
活
性
化
に
と
も
な
う
郊
外
地
域
へ
の

都
市
拡
大
は
著
し
い
。
上
海
で
は
金
融
・
サ
ー
ビ
ス

業
、
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
、
生
物
医
薬
関
連
企
業
な
ど
の
第

三
次
産
業
の
集
積
が
進
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
浦
東
空

港
整
備
、
港
湾
整
備
に
も
ち
か
ら
が
入
れ
ら
れ
て
い

る
。
上
海
市
か
ら
南
京
市
ま
で
の
寧
高
速
道
路
、
杭
寧

高
速
道
路
に
そ
っ
た
地
域
に
は
開
発
区
が
立
地
し
て
お

り
、
上
海
を
中
心
と
し
た
半
径
二
〇
km

圏
内
で
は
、

シ
ャ
ー
プ
、
松
下
、
三
洋
、
日
立
、
ソ
ニ
ー
、
東
芝
な

ど
の
大
手
の
日
経
企
業
の
進
出
が
顕
著
で
あ
る
。
ま

た
、
上
海
市
は
国
家
級
開
発
区
、
市
級
開
発
区
、
省
級

開
発
区
な
ど
、
レ
ベ
ル
と
異
に
す
る
開
発
区
を
設
け

て
、
工
業
地
域
の
整
備
を
行
い
、
環
境
に
や
さ
し
い
環

境
汚
染
を
引
き
起
こ
さ
な
い
Ｉ
Ｔ
関
連
の
外
資
系
企
業

を
積
極
的
に
投
資
誘
致
し
て
い
る
。
上
海
市
の
み
な
ら

ず
、
近
郊
の
都
市
で
の
、
こ
の
よ
う
な
工
業
化
政
策
は

工
業
用
地
の
整
備
の
み
な
ら
ず
、
上
海
中
心
部
の
住
宅

地
域
を
郊
外
化
し
、
こ
れ
に
と
も
な
う
交
通
網
の
整
備

に
ま
で
向
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
四
大
基
幹
産
業
と

産
業
の
再
配
備
を
含
む
産
業
政
策
は
、
従
来
の
伝
統
的

な
水
田
農
業
地
域
の
ク
リ
ー
ク
網
を
中
心
と
し
た
水
辺

空
間
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
環
境
変
化

は
自
然
そ
の
も
の
の
変
化
に
よ
る
も
の
と
、
人
間
活
動

の
結
果
と
し
て
生
じ
る
も
の
が
あ
る
が
、
巨
大
都
市
の

牽
引
力
は
大
き
く
、
環
境
変
化
は
急
激
に
引
き
起
こ
さ

れ
て
い
る
。
日
本
で
の
、
見
な
れ
た
景
色
を
景
観
保
全

ま
で
に
引
き
上
げ
る
に
は
長
時
間
を
要
し
た
が
、
中
国

の
場
合
に
は
ど
の
よ
う
な
時
間
が
か
け
ら
れ
て
い
く
の

で
あ
ろ
う
か
？

（
は
る
や
ま
し
げ
こ
・
東
京
大
学
大
学
院
新
領
域
創
成

　
科
学
研
究
科
助
教
授
）

　
　
３
、
変
わ
る
水
辺
空
間

二
〇
〇
二
年
中
国
環
境
十
大
ニ
ュ
ー
ス

　『
中
国
環
境
報
』編
集
部
が
選
ん
だ
二
〇
〇
二
年
に
お

け
る
環
境
十
大
ニ
ュ
ー
ス
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

　
環
境
保
護
が
第
十
六
回
党
大
会
（
十
一
月
）
の
提
起
し

　
た「
全
面
的
に

小
康
社
会

を
建
設
す
る
」う
え
で
の

　
重
要
目
標
と
な
っ
た
。（
小
康
社
会
に
つ
い
て
は
本
所
報

　
10
〜
12
頁
参
照
）。

　
全
国
人
民
代
表
大
会
と
政
治
協
商
会
議
（
三
月
）
に
お

　
い
て
環
境
保
護
が
ホ
ッ
ト
な
テ
ー
マ
と
な
り
、
安
全

　
食
品
、生
態
保
護
、汚
染
処
理
な
ど
に
関
し
多
く
の
提

　
案
が
な
さ
れ
た
。

　
第
五
次
全
国
環
境
保
護
会
議
が
北
京
で
開
催（
一
月
）。

　
全
人
代
常
務
委
員
会
に
て「
環
境
影
響
評
価
法
」（
一
〇

　
月
）
お
よ
び「
清
潔（
衛
生
）生
産
促
進
法
」（
六
月
）
を
採

　
択
。

　
環
境
保
護
違
反
企
業
へ
の
立
入
り
検
査
を
強
化（
六
〜

　
九
月
で
一
〇
六
万
社
）
。

　
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
決
定
で
、
自
動
車
排
ガ
ス

　
規
制
の
強
化
を
前
倒
し
で
実
施
へ
。

　
北
京
市
が
視
界
四
〜
五
メ
ー
ト
ル
の
厳
し
い
黄
砂
に

　
襲
わ
れ
る
（
三
月
）
。

　
人
食
い
魚（

、ア
マ
ゾ
ン
原
産
の
肉
食
魚
）が
中
国
各

　
地
に
出
現
。

　
成
都
市
、深

市
お
よ
び
赤
峰
市
が
二
〇
〇
二
年
に
お

　
け
る
全
世
界
五
〇
〇
環
境
都
市
に
選
ば
れ
る（
六
月
）
。

　
遼
寧
省
が
環
境
循
環
型
の
経
済
実
験
省
に
指
定
さ
れ

　
る
（
三
月
）
。

　
な
お
、「
衛
生
生
産
促
進
法
」
は
二
〇
〇
三
年
一
月
一

日
施
行
で
、
現
在
も
遵
法
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
展
開
中
で

あ
る
。
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